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①期間固定＆空間ずらし
→ある期間におけるｂ値の空間分布

②空間固定＆期間ずらし
→ある空間におけるｂ値の時間変化

① ②

ｂ値（地震活動の特徴を表す指標の一つ）

ｂ値：ある空間・期間の中で発生した地震の規模別頻度分布から算出
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ｂ値で何が分かるのか？
Scholz（1968）/ 実験室内の岩石破壊実験
・b値と差応力の間の､逆相関の関係を指摘。
→｢岩石試料に力を加えるほど、試料の中で生じる
個々の亀裂のサイズが大きくなる。｣

（差応力が大きくなるほど､b値が小さくなる傾向）

Nanjo（2012）/ 東北地方太平洋沖地震
・本震付近で､過去～地震発生直前にかけてb値低下。
・低b値領域と本震のすべり域が重複。
→｢低b値領域には､大きな力が加わっており､
そこで､将来､大きな地震が発生する可能性がある。｣
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→最新のb値の空間分布と時間変化を把握したい



ｂ値の時空間分布の可視化（従来手法）

○従来の可視化手法（主に過去事例の解析）

・b値の変化を捉えやすいように､空間･期間のサイズを調整
⇔実況監視においては、未来の地震の位置や規模は不明
→b値を常に監視できるように、空間･期間のサイズを大きめに設定



ｂ値の時空間分布の可視化（新原 2021）

① 空間サイズは、場所によらず一定（半径3km程度）
→詳細な空間分布の監視を優先

② 格子点別に期間(※)を自動で設定
※ b値の計算に必要な地震数を確保できる最短期間

→地震活動が低調な場所でも安定してb値を算出できる
→直近の地震活動に伴うb値の変化を監視できる

③ 3次元分布を描画
→b値が最も低い深さの値を採用



ｂ値の時空間分布の可視化（新原 2021）
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T1-T2間に地震が
なくてもｂ値は変化

【従来手法】

【提案手法】

T1-T2間に地震が
なければｂ値は不変



平成28年(2016年)熊本地震の事例
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（参考）布田川断層帯の北側で報告された活断層
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（渡辺一徳, 1981, 阿蘇外輪西麓の段丘区分と活断層について, 熊本地学会誌, 67, 12-16 より抜粋）

活断層？



2022年8月1日時点の愛知県のb値の空間分布
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